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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、フェミニズム・アートのギャラリーが出版する記録を分析し、ギャ
ラリーの組織運営と実務を行うコーディネーターたちに求められている力量を当事者の言葉により明らかにし、
男女平等と多様性の視点から文化活動を組織運営するコーディネーターの社会的意義について理論的根拠を提供
することであった。本研究で明らかになったコーディネーターに求められる力量とは、第一にアートにおける性
差別構造を分析する力、第二に女性たちやマイノリティの創作活動そのものに内在する創造性を引き出す力、第
三に先の2点のふまえながら作品展やイベントをコーディネートする力、第四にコミュニティの組織学習をコー
ディネートする力である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to give theoretical bases of the statutory 
values among coordinators who animate cultural activities from the point of view of equality between
 the sexes and realization of the respect of diversity. With this intention, research considered the
 analysis of the documents published by an art gallery feminist and clarified of competences that 
these coordinators developed in their practices. We can note like competences such as that to 
analyze an unequal structure between the sexes in art, that to discover the creativities of the 
women or the marginalized people, that to organize exhibitions or events in a feminist prospect and 
diversity, and that to coordinate a organizational learning in a community. These compt&eacute;
tences made it possible the cooridinators to support the cutltural activities of people with an aim 
of carrying out an equality between the sexes and the respect of diversity.

研究分野： 社会教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）フェミニズム・アートの教育的可能性                              
 今日の社会は一見男女平等に見えるが、女
性に対する暴力、ワークライフバランス、貧
困問題など様々な課題があり、その克服には
制度的変革とともに、男性中心主義的文化の
変革、女性と男性の双方における意識変革が
不可欠だ。 
 フェミニズムは、女性たちが、個人的かつ
集団的にジェンダー問題を批判的に捉える
意識を獲得していきながら、政治レベル同時
に日常レベルにおける性をめぐる支配的な
関係を変革していくプロセスを生み出して
きた（Dumont & Toupin 2000）。特に、フェ
ミニズム・アートは、フェミニズムの観点か
らの美術史の見直し、美術批評、創作活動に
取り組んできた（千野 2010、香川＆小勝 2007、
若桑 2001）。そのため、従来のフェミニズム・
アート研究は、美術史や表象メディア論が中
心だった。しかし、フェミニズム・アートは、
女性アーティストたちによるオルナタナテ
ィヴな活動も生み出した。これは、女性たち
の意識化と文化創造の当事者としての主体
回復、孤立化する女性たちの関係づくり、相
互的学習の場の提供に貢献してきた。また、
セクシュアル・マイノリティや、様々な人
種・民族の文化の価値を尊重し文化の創造を
促した。そこで、申請者は、フェミニズム・
アートが、男女平等と多様性の視点から、
様々な世代と多様な状況を生きる女性たち
の批判的意識と創造的思考を育む、教育的可
能性をもつものとして捉えている。 
 
（２）フェミニズム的観点からの教育実践                           
フェミニズム教育論として、ベル・フックス
は、パウロ・フレイレの意識化アプローチの
影響を受け（Freire 1996）、フェミニズム教
育実践をより効果的に行うには、教育実践者
自身が、自らの実践や言葉に内在する差別意
識を自己省察的に捉え、学生との対話的関係
を通して、支配的関係そのものを組み替えて
いく必要を説いた（hooks 1994）。しかし、
フレイレやフックスは、省察的実践を支える
具体的な諸条件そのものは明らかにしてい
ない。一方で、組織学習論は、教育実践者の
力量形成には、実践の省察を支える視点や、
思考や対話のプロセス、それらを可能とする
諸条件とシステムを明らかにすることに貢
献してきた（Schön 1983）。 
申請者は、平成 24・25 年度福島県男女共生
センター公募型研究事業にリサーチ・アシタ
ントとして携わり、男女共同参画社会実現の
視点から、対人支援職従事者の組織学習づく
りに取り組んだ。この研究事業を通して、多
様な領域で実践する職員たち自身が、自らの
実践を語り（ラウンドテーブル）、文字とし
て記録化するという取組（実践記録作成）が、
職員の力量を可視化することに有効である
ことを確認した。すなわち、災害があらわに
したジェンダー問題に根差す課題を克服し

ていく実践的な知が可視化されることを確
認した。 
 以上のことから、申請者は、フェミニズ
ム・アートの教育的可能性に着目し、その実
践に内在する知を明らかにすることが、男女
平等と多様性社会実現を促す文化活動の展
開を促すと考える。 
そのためには、実践者自身による実践の省察
のプロセスの言語化が不可欠だと考える。 
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２．研究の目的 
本研究では、従来のフェミニズム・アート研
究、フェミニズム教育論では焦点が当てられ
てこなかった、フェミニズム・アートのオル
タナティヴな活動、特にギャラリーを組織運
営するコーディネーターやボランティアた
ちに着目する。申請者は、カナダ・ケベック
州モントリオール市にあるフェミニズム・ア
ートのギャラリー、ラサントラル／ギャラリ
ー・パワーハウス（La Centrale/ Galerie 
Powerhouse）に着目し、研究を続けてきた。
本ギャラリーは、1973 年に設立され、北米
で最も古い、女性アーティストたちによって
自主運営されてきたギャラリーである。現在、
カナダ、ケベック州、モントリオール市から
助成金をうけて運営している。女性たちやセ
クシャル・マイノリティのアーティストたち
の創作活動のサポート、展示活動の場の提供
とともに、アーティストたちによる教育活動
と出版活動を行ってきた。ケベック州におけ



る女性アーティストやアーティスト・ラン・
センターのネットワーク形成にも貢献し、現
代アートの重要な拠点であるモントリオー
ルの文化において、フェミニズムの視点を導
入する中核的な組織でもある。申請者は、こ
れまでに、ギャラリーの出版活動と展示活動
の関係が、コミュニティの実践と省察の往還
を可能にし、コミュニティのフェミニズム思
想形成に貢献してきたことを明らかにして
きた。本研究では、ギャラリー・パワーハウ
スの組織運営、事業企画、教育活動の企画運
営を行うコーディネーターたちに求められ
ている力量を、当事者の言葉によって明らか
にする。当事者によって実践を省察し記録化
していくことで、実践の中の暗黙知を引き出
すことが可能となる。これにより、男女平等
と多様性を尊重し合う社会を構築する観点
から、女性をはじめ、多様な市民の文化活動
を支えるコーディネーターの社会的意義に
ついて理論的根拠を提供する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、コーディネーターに求められ

る力量に関して、ラサントラルが出版する記
録に着目して、記録の翻訳と実践分析研究を
行なった。本研究において、主に実践分析の
対象としたのは、1990 年から 2012 年までに
出版された記録である。 
・ Fraser, Marie, et Lesley Johnstone 
(dir.),Instabili: la question du sujet（『定まらない
－主体の問題』, Montréal, Artexte, 1990. 
・Racine, Danièle (dir.), Trans・mission: La 
Centrale 1996. Transmission de l’héritage des 
femmes en arts visuels（『トランス・ミッショ
ン－1996 年のラサントラルヴィジュアル・ア
ートにおける女性たちの遺産の継承』） , 
Montréal, Artexte, 1996. 
・ Gauthier, Anne (dir.),  Textura:L’artiste 
écrivant（『テクスチュラ－書くアーティス
ト』）, Montréal, les Éditions du remue-ménage, 
2000. 
・La Centrale,Les Centrelles（『レサントレル』）, 
Montréal, les Éditions du remue-ménage, 2004.  
・Pourtavaf, Leila (dir.) Féminismes électriques
（『フェミニズム・エレクトリック』）Montréal, 
les Éditions du remue-ménage, 2012. 
 
 以上の記録を、ギャラリーの展開と、ギャ
ラリーのコーディネーター（場合によっては
ボランティアやアーティスト）がその展開の
中で果たした役割を分析することにより、コ
ーディネーターに求められる力量と、その力
量形成の場を解明する。 
 
４．研究成果 
以下では、本研究から明らかになった事柄

の概要を説明する。 
 

（１）フェミニズム・アートのギャラリーに
おける記録の役割 

まず、ギャラリーの長期にわたる実践の記
録を分析することにより、記録は単なる活動
の報告や備忘録となっているのではなく、コ
ミュニティの学習を支える方法としての役
割をもっていたことがわかった。その機能と
しては、第1にコミュニティの歩みを跡づけ、
さらなる展開に向けての方向づけを行うこ
と、第 2に共同体による継続的な思考を維持
することであった。さらに 2 つ目の役割は、
フェミニズム・アートの展開を支えるメディ
アとしての役割であった。その機能は、第１
に作品を評価する言語を獲得することにか
かわり、第 2に新たな創造性を構築すること
にかかわるものであった。 
 

（２）コーディネーターに求められる力量 
 記録から読み取ることの出来た、コーディ
ネーターの力量とは、第一にアートにおける
性差別構造を分析する力、第二に女性たちや
マイノリティの創作活動そのものに内在す
る創造性を引き出す力、第三に先の 2点のふ
まえながら作品展やイベントをコーディネ
ートする力、第四にコミュニティの組織学習
をコーディネートする力であった。このよう
な力量の発揮を通して、女性や様々なマイノ
リティの文化活動を支え、地域のより豊かな
文化的創造を支援していることを明らかに
した。 
 なお、こうしたコーディネーターの力量の
ギャラリーでの作品展の企画・運営における
発揮のされ方については、「女性たちの活動
を支える知の生成―カナダのフェミニズ
ム・アートのギャラリーを事例にして」（矢
内、2016）にまとめた。同論文では、ラサン
トラルで実施されているが、作品展プロジェ
クトを一般公募していることを取り上げ、そ
の審査の基準が、コーディネーターたちの熟
議を通して行われていること、その熟議の営
みがラサントラルというコミュニティの形
成自体を支えていたこと、すなわちラサント
ラルというフェミニズム・アートの場を形成
することにつながっていたことを指摘した。
さらに、こうした作品展の評価の方法として
記録が機能していたことも指摘した。すなわ
ち、記録を構成するテクストのジャンル・実
践領域・論者の立場などの多様性が、様々な
角度で捉えたり、異なる文脈に置き換えて作
品展のもつ可能性を引き出すことを可能に
しているのである。以上のような作品展プロ
ジェクトの選考の基準や、作品展の評価の営
みが、多様な現実を生きる女性たち一人一人
の、またラサントラルというコミュニティの
創造性を支えているのである。 
 
（３）コーディネーターの力量形成の場 
 以上をふまえて、本研究では、男女平等社
会実現を促すコーディネーターの力量を解
明するために、ラサントラルの記録に着目し
て実践分析研究を行ってきた。それにより、
コーディネーターは、単に作品展やイベント



を企画運営する実務者的な能力や、ギャラリ
ーを運営するマネージャー的な能力以上に、
女性たちや、様々なマイノリティの多様な創
造性を共同で育て合い高め合っていくコミ
ュニティの形成を支える組織学習の支援者
的な力量を発揮していたと言える。 
 このようなコーディネーターの力量形成
の場としては、以下の 3点をあげることが出
来る。第一に、話し合いを中心とした民主的
運営体制に基づくラサントラルの日常業務
である。この日常業務の経験そのものが、コ
ーディネーターたちにとって、意識化の機会
となっていたことが記録の中に記されてい
る。第二に、コーディネーターやボランティ
ア・メンバーらを対象とした様々な研修であ
る。特に、2007 年以降のラサントラルは、ギ
ャラリーにおけるダイバーシティの推進を
進めており、セクシュアル・マイノリティと
マネジメントに関わる研修や、多様な言語に
関わる研修などを実施していた。第三に、記
録である。記録は、40 年にわたるラサントラ
ルが実践を通して培ってきた知を、様々な世
代のコーディネーターをはじめ、ラサントラ
ルの様々なメンバーたちに伝えるとともに、
世代を超えて、フェミニズム・アートの社会
的使命について組織的に考察し続ける役割
を担っている。このように、ラサントラルの
コーディネーターの力量は、コミュニティの
実践の展開の中で形成されてきたものだと
言えるだろう。 
最後に、こうしたコーディネーターの育成

にとって、ラサントラルの場合、ラサントラ
ルだけが学習の場であったのではなく、高等
教育機関もその役割を果たしていたことを
指摘したい。メンバーが大学院に行き修士論
文や博士論文の研究を通して、ラサントラル
が生成したフェミニズムを検証するという
ことも行ってきた。このように、高等教育機
関が継続教育の場として果たす役割は重要
だと言える。 
 
以上の分析を進めていく過程で、本研究で

は、ラサントラルが出版した『フェミニズ
ム・エレクトリック』（2012 年）を全ページ
翻訳し、成果報告書に研究成果として掲載し
た（矢内琴江『2014-2017 年度科学費若手研
究（B）男女平等社会実現を促す文化活動の
コーディネーターの力量に関する研究成果
報告書』）。この翻訳の意義は、フェミニズ
ム・アートのギャラリーの記録としての記録
のみならず、日本にとっては、今日、LGBTQ
の人権問題に関して、様々な組織で改革が進
められている状況に対して、アートの活動を
支える組織の事例ではあるが、多様性の尊重
の実現に向けた具体的な事例やコーディネ
ーターの働きを読み取ることが出来ること
だと言えよう。 
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